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Ver4.8.7 にて追加、修正された機能を説明します。 

 

・２点ターゲットをマルチボタンに追加 

・色の設定、視準線の色を追加 

１、２点ターゲットをマルチボタンに追加 

   掲示板に、「延長点オフセット計算」の、「3D」計算を「放射トラバース」の 

  画面で出来ないかという、要望がありました。 

  この「3D」は、２点ターゲットで測定し、登録されている座標データから 

  計算するものです。 

 

 



 下記は、説明書からの転載です。 

 

３Ｄ： 

２点ターゲット測定で測定した結果から、求点の座標を計算します。 

２点ターゲットは、下記の製品です。 

１点目、２点目を測定し２点目からポールの先端までの距離を入力しておく事で 

ポールの先端の座標を計算できます。 

ポールにミラーが２個付いた物です。 

 

「放射トラバース」での測定、登録は通常と同じですが１点注意があります。 

今回の２点ターゲット計算では、３次元での計算を行いますので 

ＩＨの値を入力しておく必要があります。 

忘れないでください！。 

ＦＨは、0.000 でＯＫです。 

 

２点ターゲットの１点目、２点目を指示します。 

ここで入力する距離は、２点目からポール先端までのポール上での距離です。 

 

 

 

[A 点]のチェックは、無効です。 

必ずＢ点からの計算です。 

左、右のオフセットは有効です。 

（標高は、端点と同じ値で登録されます。） 
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「２点間、距離・方向角」で、チェックしてみます。 

「座標入力」で、確認すると標高も計算されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ここで、問題は２点あります。 

(1) ２点の座標を登録しなければ、計算できない。 

計算後は不要な点なので、削除する 

(2) 「延長点オフセット計算」に、移行しないと計算できない。 

 

 Kana さんのユーザ投稿を見てください。 

http://a-survey.d.dooo.jp/page038.html 

Drogger RWM と プリズム２個を使用。 

２個のプリズムが、２点ターゲットです。 

「延長点オフセット計算」の「3D」で計算されています。 

 

 

 

「放射トラバース」の画面で、この観測をするのは難しいです。 

・ダイアログ方式 

ダイアログを表示して、測定、登録する 

  ダイアログで、プロット画面が見えなくなる、ターゲットの変更ができない。 

 

 ・別のプログラム方式 

   別プログラムへ、移行、測定、登録後に、戻る 

 

 上記を考えました。 

 他に上手い方法が思いつきませんでした。 

 割り込みの観測なので、ダイアログ方式 で「２点ターゲット」の測定、登録をする事としました。 

 

 

 

http://a-survey.d.dooo.jp/page038.html


 マルチボタンに、下記が追加されています。 

 93, ２点ターゲット/3D 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ボタンを押すと、下記のダイアログが表示されます。 

IH：0.000 は不可 

FH：入力値は、無視され 0.000 固定で計算されます。 

ターゲット：このボタンを押す前にターゲットを指定しておいてください。 

      プリズムかシートですね。 

      ２点とも、同じターゲットを使用です。 

 

「登録点名」：文字を押すと、最終点名が選択できます。 

 

「点 A」、「点 B」ボタンで、それぞれ測定します。 

どちらが先でも、構いません。 

何回、測定しても構いません。 

 

  

 

 

 



オフセット値（点 B から）を、入力して「登録」です。 

「登録」すると、閉じます。 

 

下記では、K8 が登録点です。 

記録簿を見てください。 

距離の回数は、「TS 条件」に従います。 

点 A、点 B の測定値は記録簿には、残りますが 

APA ファイルには、残りません。 

 

登録点の、観測データは、座標から逆算した値です。 

APA ファイルにも、この値が保存されます。 

 

   

 

 

 

 



座標登録は、もちろん K8 のみです。 

APA ファイルには、K8 の座標から逆算して、K8 の観測データが保存されます。 

このマルチボタンは「杭打ち」でも使用できます。 

杭打ちでも２点ターゲットで、座標を登録する機能です。 

 

メモは、“２点ﾀｰｹﾞｯﾄ登録点”に固定です。 

 

 

 

   



２、色の設定、視準線の色を追加 

   要望がありましたので、追加しました。 

  「放射トラバース」、「杭打ち」の視準の線の色を設定できるようにしました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜――― 追加しました。 

 

 

 

 

 

 


